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実 施 日 視 察 先 視 察 項 目 備 考

４月 ３ ０ 日
福 岡 県

筑 後 市

筑後船小屋駅周辺まちづくり

構想

市 役 所

現 地 視 察

５月 １日
鹿 児 島 県

鹿 児 島 市

鹿 児 島 市 中 央 卸 売 市 場

（ 青 果 市 場 ）
現 地 視 察

５月 ２日
鹿 児 島 県

霧 島 市
国分上野原テクノパーク 現 地 視 察

視 察 先 項 目 調 査 内 容

筑 後 市 筑後船小屋 駅

周辺まちづく

り構想

筑 後 市 は ， 福 岡 県 南 部 に 位 置 し ， 人 口 約

4 万 9,000 人 ・ 面 積 41.85 平 方 キ ロ メ ー ト ル

の 自 治 体 で あ る 。 筑 後 平 野 の 中 心 に 位 置

し ， 温 暖 な 気 候 と 肥 沃 な 土 壌 を 生 か し た 農

業 の 先 進 地 と し て 発 展 し て き た 。 2011 年 3

月 に 九 州 新 幹 線 筑 後 船 小 屋 駅 が 開 業 し ， 県

南 の 玄 関 口 と し て の 役 割 も 期 待 さ れ て い

る 。

駅 周 辺 の ま ち づ く り を 考 え る た め に ，

2011 年 9 月 「 筑 後 駅 周 辺 ま ち づ く り 構 想 策

定 会 議 」 を 立 ち 上 げ た 。 半 年 の 間 に 策 定 会

議 4 回 ， 市 民 会 議 2 回 ， 市 民 ア ン ケ ー ト 1

回 行 っ た が ， 構 想 策 定 に 当 た り ， 特 に 市 民

参 加 を 重 視 し た 。 市 民 ア ン ケ ー ト で は ， 周

辺 地 域 だ け で な く 広 く 意 見 を 求 め る た め に

市 全 体 を 対 象 に 行 っ た 。

市 民 会 議 は ， 行 政 職 員 な し で 行 わ れ た 。

フ ァ シ リ テ ー タ ー を 中 心 と し て ， 市 民 の 意

見 を 出 し 合 い ， 活 発 で 前 向 き な 議 論 が 行 わ

れ た 。 こ う し た 市 民 会 議 の 中 で ，「 優 良 農 地

は 極 力 保 全 」「 既 存 住 環 境 の 改 善 」 な ど の 意

見 が 出 さ れ ， 既 存 の 地 域 資 源 を 生 か す 方 向
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が 定 め ら れ た 。

ま ち づ く り の 目 標 と し て 「 笑 顔 と 緑 あ ふ

れ る 『 住 み よ か ま ち 』 筑 後 船 小 屋 」 を 定

め ， ま ち づ く り の テ ー マ と し て 定 住 ・ 交

流 ・ 交 通 ・ 環 境 の 4 つ の テ ー マ を 定 め た 。

定 住 の テ ー マ と し て 「 既 存 の 農 地 ・ 農 業 と

調 和 し な が ら 多 様 な 世 代 が 住 む ， 田 園 居 住

の ま ち づ く り 」 を 定 め る な ど ， 既 存 の 地 域

資 源 を 活 用 し て い く 方 針 が 強 く 打 ち 出 さ れ

て い る 。

将 来 の 土 地 利 用 の あ り 方 と し て ， 駅 周 辺

を 9 つ の ブ ロ ッ ク に 分 け ， そ れ ぞ れ 土 地 利

用 の 考 え 方 を 定 め て い る 。 特 に 優 良 農 地 が

存 在 す る 地 区 で は ， 農 地 を 生 か し た 土 地 利

用 と し て い る 。 ま た ， 駅 の 南 部 に 広 が る 広

大 な 県 立 筑 後 広 域 公 園 を 有 効 な 地 域 資 源 と

し て 活 用 し て い き た い と の こ と で あ っ た 。

担 当 職 員 が 繰 り 返 し 強 調 し て い た の が

「 身 の 丈 に あ っ た ま ち づ く り 」 と い う 言 葉

で ， 新 幹 線 の 開 業 と い う 大 き な 出 来 事 に も

関 わ ら ず ， 市 の 財 政 規 模 や 地 域 の 実 情 に 合

わ せ て ， 無 理 な 計 画 を 立 て な か っ た と の こ

と で あ る 。 ま た ， 市 民 参 加 を 重 視 し ， 住 民

生 活 か ら 構 想 を 考 え て い っ た こ と も 特 徴 的

で ， そ の 結 果 ， 既 存 の 農 地 を 生 か す こ と な

ど が 構 想 の 中 に 盛 り 込 ま れ て い る 。

視 察 先 項 目 調 査 内 容

鹿 児 島

市

鹿児島市中央

卸売市場 （青

果市場）

鹿 児 島 市 は ， 鹿 児 島 県 の 中 心 に 位 置 し ，

人 口 約 60 万 6,000 人 ・ 面 積 547.07 平 方 キ

ロ メ ー ト ル の 自 治 体 で あ る 。 南 九 州 の 拠 点

都 市 と し て 発 展 し て き た 。



3

鹿 児 島 市 中 央 卸 売 市 場 は 1935 年 に 開 設 さ

れ た 九 州 で 最 も 歴 史 の あ る 市 場 で あ る 。 敷

地 面 積 は ， 青 果 市 場 が 約 9 万 7,000 平 方 キ

ロ メ ー ト ル ， 魚 類 市 場 が 約 3 万 平 方 キ ロ メ

ー ト ル 。 昨 年 の 取 扱 高 は ， 青 果 が 18 万 ト

ン ・ 320 億 円 で ， 魚 類 が 2 万 8,000 ト ン ・

170 億 円 で あ る 。

青 果 市 場 は ， 1976 年 に 現 地 に 移 転 整 備 さ

れ た が ， 現 在 で は 築 40 年 近 く な り ， 老 朽 化

が 進 行 し て い る 。 2009 年 に ， 中 長 期 的 な 展

望 と し て 「 鹿 児 島 市 中 央 卸 売 市 場 整 備 計

画 」 を 策 定 。 ま た ， 具 体 的 な 整 備 計 画 と し

て ， 2012 年 に 「 鹿 児 島 市 中 央 卸 売 市 場 青 果

市 場 リ ニ ュ ー ア ル 基 本 計 画 」 を 策 定 し た 。

青 果 市 場 の 課 題 と し て は ， ① 築 40 年 近 く

が 経 過 し ， 建 物 の 外 壁 の 剥 離 が 目 立 つ ， ②

建 物 内 部 で も 壁 の 剥 離 が あ り ， 内 部 が 暗

い ， ③ 荷 捌 場 に 屋 根 が な く ， 購 入 し た 青 果

が 高 温 に さ ら さ れ る な ど の 課 題 が あ る 。

こ う し た 課 題 に 対 応 す る た め に 定 め ら れ

た の が 「 鹿 児 島 市 中 央 卸 売 市 場 青 果 市 場 リ

ニ ュ ー ア ル 基 本 計 画 」 で あ り ， 計 画 期 間 は

2012 年 度 ～ 2018 年 度 ま で の 7 年 間 。 低 温 卸

売 場 の 増 設 や 屋 根 付 荷 捌 場 の 新 設 な ど が 計

画 さ れ て い る 。 屋 根 付 荷 捌 場 は 市 場 の 本 体

施 設 を ぐ る り と 囲 む よ う な 形 状 で ， 高 さ 7

ｍ ， 総 面 積 7,500 平 米 と 巨 大 な も の に な る

予 定 で ， 事 業 費 は 約 7 億 5,000 万 円 で 予 定

さ れ て い る 。

鹿 児 島 市 中 央 卸 売 市 場 青 果 市 場 リ ニ ュ ー

ア ル 基 本 計 画 の 特 徴 は ，「 既 存 施 設 の 長 期 的

活 用 」 を 念 頭 に 置 い て い る こ と で ，「 今 後
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30 年 は 市 場 を 機 能 さ せ る 」 と の 考 え に 基 づ

い て い る 。 ま た ， 市 場 全 体 の 機 能 向 上 や 現

在 地 で の 整 備 な ど ， 限 ら れ た 財 源 の 中 で 事

業 を 取 捨 選 択 し て い る こ と は ， 柏 市 の 市 場

整 備 に お い て も 大 い に 参 考 に な る 話 で あ っ

た 。

視 察 先 項 目 調 査 内 容

霧 島 市 国分上野原テ

クノパーク

霧 島 市 は 鹿 児 島 県 中 部 に 位 置 し ， 人 口 約

12 万 7,000 人 ・ 面 積 603.68 平 方 キ ロ メ ー ト

ル の 自 治 体 で ， 北 部 の 霧 島 連 山 か ら 南 部 の

錦 江 湾 ま で 多 彩 で 豊 か な 自 然 が 広 が っ て い

る 。

国 分 上 野 原 テ ク ノ パ ー ク は 鹿 児 島 県 が 事

業 主 体 と な り ， 1988 年 に 分 譲 開 始 さ れ た 。

団 地 総 面 積 は 43.8 ヘ ク タ ー ル で ， そ の う ち

工 業 用 地 面 積 は 25.5 ヘ ク タ ー ル 。 分 譲 単 価

は 平 米 9,000 円 で ， 坪 単 価 は 約 3 万 円 で あ

る 。 工 業 用 地 25.5 ヘ ク タ ー ル の う ち ， 18.5

ヘ ク タ ー ル が 分 譲 済 み で ， 分 譲 率 は 72.5％

で あ る 。

分 譲 予 定 地 内 に 縄 文 時 代 の 集 落 跡 が 見 つ

か り 分 譲 予 定 地 の 約 4 割 が 「 縄 文 の 森 」 と

な っ て い る 。 ま た ， テ ク ノ ポ リ ス 法 に 基 づ

い て 指 定 を 受 け て い る た め ， 研 究 開 発 型 の

産 業 の 誘 致 を 進 め て い る 。 ま た ， 霧 島 市 工

業 系 学 校 が 集 積 し て お り ， 人 材 の 供 給 体 制

が 整 っ て い る こ と も 大 き な 利 点 と な っ て い

る 。


